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あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！

あの この
２０１８年

２月号

第127号 2018年２月10日 大和市民活動センター拠点やまと発行

柳橋小学校 ３年 平野アイリン（ブラジル）

「この木はみんなをまもる木、
みんなをえがおにする木です。

この木を見ている人たちみんなが
えがおになってくれればいいと思って書きました」

インターナショナル賞
『みんなをえがおにする木』

【市民活動にこの人あり】第23回

神奈川健康生きがいづくりアドバ
イザー協議会の和田英夫さん。

昨年12月号から４号連続で、

第10回やまと国際アートフェスタ
入賞作品を掲載中です。

今号で３回目となります。

第10回(2017年)のテーマは

「みんな、つながれ！
世界と、未来と、友だちと」です。

あの手この手のマークの間のＳは、solution（解決）のＳです。

2/13～15 出張ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
(火～木) 総合案内所

２月13～15日(火～木)10～15時に
イトーヨーカドー大和鶴間店１階の
鶴間駅側入口催事場で
「出張！ボランティア総合案内所」
を開設します。

ボランティアを募集している団体の
方でご都合がつく方は、是非ＰＲに
お越しください。詳細は市民活動課
(☎046-260-5103）まで。

3/3(土) 補助金事業公開
10:00～ プレゼンを開催

3/4(日)FAREWELL&WELLCOME
13:00～ 登録団体交流会

３月３日(土)10～11時に、
大和市文化創造拠点シリウス６階の
61０号大会議室にて、
市民活動推進補助金対象事業の公開
プレゼンテーションを開催します。

今回６団体から相談がありましたが、
発表するのは「フードロスを減らし
子どもと高齢者の交流を深める料理
教室」を提案する１団体の予定です。

３月４(日)13～16時に、
大和市勤労福祉会館3階ホールにて
現センター登録団体による
最後の交流会を開催します。
(詳細はちらしをご参照ください)。

これまでの13年余、センターにかか
わってこられた方が一堂に会する、
気軽で楽しい交流会にしたいと思い
ますので、奮ってご参加ください。



◆市 民 活 動 相 談＝２月12・26日(月)・３月12日(月) ※毎月第２・４月曜の10～17時
◆ボランティア相 談＝２月10・24日(土)・３月10日(土) ※毎月第２・４土曜の10～17時
◆パ ソ コ ン 相 談＝２月13・27日(火)・３月13日(火) ※毎月第２・４火曜の14～17時
※予約不要ですが、事前に電話予約していただいた方が、お待たせすることもなく確実です。

お 気 軽に！
市民活動センター

定例相談日

旧図書館に設置される市民活動ブース「部室」の

２次募集締切は２月15日(木)です。下記図面にあ

るＡ～Ｄの計19室が対象です。希望者はお早めに

当センターまで、申込書などをご提出ください。

まもなく締切～2/15
市民活動ブース「部室」

小学４年生の時に、大和市に引っ越してきま
した。今現在、大和市民活動センターと、高
座渋谷から少し離れた渋谷中学校の中にある
下和田の郷に勤めております。趣味は登山、
ロードバイク、ランニングです。体力には自
信があり、登山は主に春～秋にかけて近場の

新しいスタッフが加わりました！ 吉浜学 さん

◆利用できる団体 （詳細は募集要項を参照。以下同様）

文化・スポーツ活動などを行う10人以上の団体で、市内在住・

在学・在勤するものが構成員の半数以上を占める団体。

もしくは、大和市内に所在地のある非営利などの法人。

◆部室のタイプと利用料金

Ａ＝約4.5～5.5畳（７室）2800～3100円／月

Ｂ＝約5.5～6.5畳（６室）3300～3600円／月

Ｃ＝約７～８畳 （５室）4100～4600円／月

Ｄ＝約８畳 （１室）4700円／月

※50人未満の団体は、C・Ｄは申し込みできません。

※3カ月分ずつセンターで現金前納。初回のみ４月中に納入。

◆利用期間

2018年４月１日～2020年３月31日（２年間）

※次回の抽選時に再度の申し込みは可

◆申込方法

指定の申込用紙（当センターなどにあるほか、大和市ホーム

ページからもダウンロードできます）に漏れなく記入し、会員名

簿と、あれば会則を添えて２月15日(木)までにご持参ください。

名簿の書式は任意で、記載項目は氏名・住所（町名まで）。

◆選考方法

利用申込書で要件を確認し、３月４日(日)に抽選会を行います。

◆備考

・高さ2.2ｍのパーテーションで区切られた半個室。上部は空き

・希望者には机２～４台、イス４～８脚を貸し出し

・部屋毎に照明・コンセントあり。空調は施設全体で温度管理

・火気・飲酒・喫煙・騒音（音楽演奏なども）は不可

・共用の無線LANあり。倉庫を主目的としての利用は不可

・登記の住所使用は不可。郵便物や宅配便の受け取りも不可

１階 ２階

※斜線部はすでに利用

者が決まった部室です。

※２階会議室も空いていれば

一般利用も可能となります。

山を登ります。去年は富士山や山形県にある
鳥海山に登りました。鳥海山では残念ながら
山頂に届かず、失敗に終わっています（死に
そうになった経験あり、興味のある方は吉浜

までお待ちしております）。どうぞよろしく
お願いいたします。



いまや成年後見はライフワーク

最近、両手でポールを使い歩く人を良く見かけるようになっ

た。ノルディックウォーキングといい、上半身も使いポール

で地面を押し進み、背筋も伸び、健康に良いと注目されてい

る（ちなみにポールウォーキングはリハビリ向きの別もので、

体重を支えるためポールを前に突く）。この講習会を泉の森

で月４回（第１・第３の木・土曜日の午前）４年以上続けて

いるのが和田英夫さんだ。このスポーツは、神奈川健康生き

がいづくりアドバイザー協議会（神奈川健生）が推奨し、和

田さんはそのリーダー格として普及に尽力中。また、会が新

たな社会貢献活動として４年前に始めた成年後見センターの

発足にも関わり、特に法人後見活動に賛同し担当もしている。

和田 英夫さん

【市民活動にこの人あり】 第23回

神奈川健康生きがいづくり
アドバイザー協議会

サロンでのひとコマ（右端が石川さん）。

一方、神奈川健生では、半年後には地区リーダーを任され、

その後は本部の広報にも引き抜かれた。月報の編集が主業務

たったが、ホームページを立ち上げようという話になったと

き、ここでもパソコンスキルが生かされた。ホームページ完

成時は、その発起人は海外旅行中だったが、現地からも閲覧

でき、痛く感激されたことは忘れられない。

イ ベ ン ト ・ 募 集 情 報

震災語り部による福祉防災講演

東日本大震災を忘れず、防災力向上を
東日本大震災で被災した当時の小学生（現高校生）が、当時
の様子や今の状況などをお話しします。また、避難所となっ

た当時の高校の校長先生からもお話をうかがいます。なお、
3月10日の13時から神奈川県民センター305号室でも開催。

日時：３月９日(金) 18:30～（開場18:00）
会場：大和市文化創造拠点シリウス６階 610号室

会費：無料（要申込。3/10は市民活動フェア中で申込不要）
申込：FAX 046-261-1956 E-mail ysv0401@yahoo.co.jp
主催：やまと災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾈｯﾄﾜｰｸ NPO法人よこはま･ 七つ星

大和市男女共同参画フォーラム

『宇宙主夫。妻と娘と夢を追いかけて』
向井千秋さんに続き２人目の日本人女性宇宙飛行士山崎直子
さんの元夫である山崎大地さんの講演会。主夫として直子さ

んを支えてきた大地さんは、いまや宇宙ビジネスの会社を経
営し、今年には民間宇宙飛行士として宇宙飛行の見込です。

日：２月18日(日) 13:30～15:30
会場：大和市文化創造拠点シリウス６階 601講習室
会費：無料（120名。定員を越えた場合は抽選）
申込：TEL 046-260-5164 FAX 046-263-2080
主催：大和市 共催：かなテラス

大和市音楽フェスティバル2018

コーラスを中心に気軽に音楽が楽しめる
市内で活動している合唱などの音楽団体が、日頃の練習の成
果を発表します。各種コーラスのほか、ハーモニカアンサン

ブルやウクレレの演奏なども楽しめます。発表は全14団体。
入場無料・予約不要ですので、気軽に立ち寄れます。

日時：３月４日(日) 13:00～16:00（12:30開場）
会場：大和市文化創造拠点シリウス メインホール
会費：無料

申込：不要／会場へ直接お越しください。
主催：大和市音楽フェスティバル実行委員会

大和みんなでつくる平和コンサート

創作組曲「湘南の風に乗って」合唱ほか
第１部は合唱団ビナ・ベリーによるオープニング、シンガー
ソングライター横井久美子さんの歌とトーク。第２部は鴨志

田啓子さんのソプラノ独唱、騒音問題のお話と映像、そして
市民による「静かな空を返せ」合唱団の歌が披露されます。

日時：３月10日(土) 13:30～（13:00開場）
会場：大和市文化創造拠点シリウスメインホール
会費：当日1200円 前売1000円 学生等500円 未就学無料

申込：TEL &FAX 046-272-0103（平原）
090-2667-5085（永山） メール yu@y.email.ne.jp

和田さんは、1937年、岐阜県郡上市白鳥町の生まれ。郡上

踊りと並ぶ白鳥踊りで知られ、郡上踊りよりテンポが早く若

者に人気とか。そんな風情ある街で育ち、中卒後名古屋で就

職したが、数年後には上京。働きながら高校・短大を通信制

で卒業したというから、向学心旺盛な努力家だ。藤沢のいす

ずに勤め出したのをきっかけに1962年に大和市上和田に転

居。以来半世紀以上大和市民で、会社も定年まで勤め上げた。

定年後、自治会活動とは縁がなかったため、人とのつながり

を求め、新聞で知った神奈川健生のアドバイザー養成講座を

受講したのが和田さんのボランティア活動の始まりだった。

また、会社でマスターしたパソコンスキルを使い何かしたい

と思っていたところ、障害者にパソコンを教える団体ピコピ

コを知り参加。その後、視覚障害者に教える講習会を受講し

たメンバー８人でパソボラ大和も立ち上げた。いまでは、毎

週水曜日にライトセンターまでパソコンを教えに通っている。

友人に刺激を受け、７年前ファイナンシャルプランナーの資

格も取得した。東京大学の市民後見人養成講座も修了した。

いまや後見人活動は、時代からの欠かせない要請となってい

る。和田さんは今年の年賀状に近況報告としてこう書いた。

①ライフワーク（成年後見）②ボランティア（ライトセンタ

ー）③スポーツ（ノルディックウォーキング）④趣味（映像

編集・仏像彫刻）。これは和田さんの優先順位でもある。趣

味は二の次ならぬ四の次。飾らない人柄のなかに、たゆまぬ

姿勢と想いを感じた。

▲2013年４月、神奈川健生のノルディックウォーキング同好会で

伊豆旅行をしたときのひとコマ（写真中央が和田さん）



やまもり☆ホッとスクランブル
大和市民活動センターだより

『やまとっこ☆みつけた』

大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。

「あの手 この手」 第127号 発行日： 2018年２月10日 発行： 大和市民活動センター 拠点やまと

大和市民活動センター ＜開館：月～土 9：00～18：00＞ TEL：046-260-2586 FAX：046-205-5788
〒242-0021大和市中央 1 – 5 - 1 （大和駅南口より徒歩２分） E-MAIL：yamato@ar.wakwak.com
※祝日も9：00～18：00で開館しています。 URL：http://www.kyodounokyoten.com/

ＦＭやまと
77.7 ＭＨｚ

第1.3.5(火) 9～10時
再放送 15時～・21時～
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第310回◆1月16日放送分

幅広く市民活動を支援し、業務は目白押し
大和市役所市民活動課 保田翼さん 松原正明さん

市民活動課若手ホープのお二人が登場。スポーツ大好きの

保田さん。「大学時代の友人と二人で湘南台駅から湘南海

岸まで走って、初日の出を拝んできました。ここ６，７年

恒例となっています。久しぶりに会い近況を話ながらなの

で３時間も短く感じます」。目標はホノルルマラソン参加

とか。また、ペットショップで買った鶏２羽を育てている

松原さん。「最近卵を産むようになり、今朝も鶏小屋を掃

除し水を替えてきました。水が冷たくて手がしびれますが、

卵を産んでくれる鶏が愛おしく感じます」とのこと。

★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆

＜出演しました！＞ 録音ＣＤが大和市民活動センターにあります。

各種イベントを通して、青少年の健全な育成や国際交
流協力支援、食育の普及などを推し進めています。

２月の
出演

※FMやまとは、ネットにつながったPCなら、世界中どこでも聞けます。→ＦＭやまとホームページの「ネットラジオ」をクリック！

市民活動課としては、協働事業や補助金事業のほか、うま

いもの市でお馴染みの県人会や、ＮＰＯ法人、ボランティ

アなど、幅広く市民活動を支援しています。年初も早速、

補助金の企画書受付、協働事業の相談、大和市市民活動

ブース「部室」の2次募集ほか業務は目白押し。「防災と

ボランティア週間」にちなみ開催する大和市防災展もＰＲ。

また、ボランティアを始めたい方が気軽に立ち寄り相談で

きる「出張！ボランティア総合案内所」の来場も呼びかけ

ました。２月13～15日（火～木）開催です（1面参照）。

第311回◆１月30日放送分

今年は自分の番だと立候補
「2018やまと成人式」実行委員長 清水仁志さん

「中学の頃からボランティアで成人式の受付をしてきまし

た。今年は自分の番になったので立候補しました」と実行

委員長になったきっかけを語りました。式のアトラクショ

ンでは、曲のイントロクイズを企画。曲の長さを考えたり、

やさしい曲に大きな賞品を渡してよいか検討したり、会で

話し合いました。「実行委員長としての参加はめちゃく

ちゃ緊張しましたが、終わってからは達成感が味わえまし

た」と大役を果たした安堵感も伝わってきました。

以前から多くのボランティア活動をしてきた清水君。小４

から引地川水とみどりの会のこどもエコクラブに、中学で

はジュニアリーダーサークルのありんこにも。大和市民ま

つり・阿波踊り・風鈴まつりのお手伝いのほか、センター

の紹介で、しんちゃんハウスで子どもたちと遊んだり、老

人施設では、お年寄りにスロートークを心がけたりと、活

動から学んだことを実践。「中２の時には市長から青少年

善行表彰を受けました」と少し誇らしく話しました。地域

の大人に見守られながら成長し「小４から知っているので、

成人式を迎えた事実に感慨深いものが」とジョニーさん。

◆暦の上では春なのに―と毎年思う季節です
ね。1913年発表の『早春賦』第３番は「春と
聞かなければまだ春と思わなかったのに、聞
いてしまったら待ち焦がれる思いをどうした
らいいのか」と詠う。100年間同じです。中山

◆大雪を見て真っ先に思ったのは翌朝の道路
のこと。幸いお店やご近所の雪かきのお蔭で
難なく歩くことができ感謝。それにしても雪
だるまを作ろう！と思わなくなったのはいつ
から？と、ちょっと寂しくもあり。 辺見

◆大和市活動センターに勤めて３ヶ月目にな
りました。まだまだわからない事も多く、毎
日が緊張の連続です。皆様にはご迷惑をおか
けする点も多いと思いますが、頑張りますの
でよろしくお願いいたします。 吉浜

◆11月号の時点で寒い寒いと言っていたのに
11月とは比較にならない寒さです。毎日寒い
と言っているのに、このコメントでも「寒」
だらけ・・・。春の陽気が待ち遠しいと思う
今日この頃であります。 市民活動課／保田

◆町内会やボランティアに参加する高齢者は
しない人より25％も認知症のリスクが低いと
早大が発表。しかも会長などの役職者はさら
に19％も低いとか。１万4000人を10年間追跡
調査。広めたい貴重な研究成果ですね。 徳留

◆およそ30年！前にスローライフ？をめざし
て手作り味噌を始めた。作る仲間は増え続け
最盛期は100㎏以上の大豆を煮た。昨年、材料
を買っていた味噌屋が廃業。味が気に入って
いたのに…残念。今年は…。 櫻井み

スタッフの つぶやき

◆つきみ野在住の山岳ガイド松下沙織さんが
ヒマラヤの8000ｍ級の３座連続登山に挑戦！
という心震える記事を目にした。是非成功し
てほしい。カンパしかできないが周りの人た
ちに協力を呼びかけているところです。石川

◆野菜が高い。とにかく高い。主婦にとって
は頭が痛い。安い野菜を求めて彷徨う。実家
に行った時に帰りに道の駅に寄る。仕事の昼
休みにまちの八百屋さんで買う。生活防衛、
いつまで続くの～～！ 関根

◆雪の積もった早朝８時、駅からシリウスに
通じるプロムナードでは、既に雪掻きが済ん
でいて感心しきり。見習って市民活動センタ
ー周辺をやろうとしましたが、腰痛と愚痴ば
かりでちっとも作業がはかどりません。望月

◆氷点下、極寒などの寒々しい言葉がテレビ
・新聞等で飛び交っています。寒さに弱い私
には外出時は何枚も重ね着して、歩きや動作
が鈍くなり心身ともに苦痛です。春よ早く来
い、でも春は花粉症のはじまり。 櫻井サ

長年続けている公園の清掃活動や「まちゼミ」を通
じて、感じたこと、考えたことなどをお話しします。

第312回◆２月6日放送青少年育成支援大和の心 第313回◆２月20日放送 カットスタジオみどり


